２３年度用教科書　年間指導計画作成にあたって
1 年間指導計画作成の趣旨
新学習指導要領においては、①「生きる力」の理念の共有、②基礎的・基本的な知識・技能の習得、③それを活用して，思考力・判断力・表現力の育成、④確かな学力を確立するために必要な授業時数の確保、⑤学習意欲の向上や学習習慣の確立、⑥豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実がいわれている。
年間指導計画は、本来、児童の実態に合わせ、意図的、体系的に作成されるべきものである。しかしながら、個々の先生が各自に作成するのは、時間と労力を必要とし、かつ、児童に向き合う時間を割いてしまう心配がある。そこで、栃木市としての標準プランを作成し、２３年度はそれを活用していただき、２４年度以降、それを各学校、各先生のアイデアで改善、発展させていただきたいと思う。
２　年間指導計画の作成にあたって
（1） 作成にあたっての基本的な考え方
　　　①　２３年度の間指導計画は，以下のような考え方に基づき，栃木市教務主任会で方針と分担を決め、栃木市各小学校に分担に沿って作成する。
　　　②　各学校が自校の教育目標を実現するとともに，基礎・基本の確実な定着が図られること，楽しさと充実感があり，児童が主体的に学習できる授業になることを目指して作成する。
　　　③　各学校に共通する標準プランとなることを意図して作成する。本年間指導計画を，各学校が自校化を図るための１つの参考事例（自校化前の未完成のもの）ととらえ，各学校での創意ある編成や，実態に即した活用ができるようにする。
３　本年計を基にした自校化について（２３年度標準プラン実施→２４年度より自校化を図る）
（１） 自校化の手順 　（「記入の実際」を参照）
本年計をもとにした自校化にあたって，以下のような手順が考えられる。（参考例）
　　　１　学校としての自校化の指針を立てる。
児童の実態，教科指導の重点課題，学校の特色等の実情を的確に把握し，自校化の指針を立てる。
　　　２　指針をもとに，指導時数に軽重を付ける。
○　時間を加増した単元及び小単元については，単元名の下の〔　〕内の時数及び小単元名の（　）内の時数に＋●と記入する。
　　例　　自校化前：　　　　　　　　　　　　　　自校化後：
単元名　　表とぼうグラフ〔７〕　→　表とぼうグラフ〔７＋１〕
　　　　　小単元名　表（１）　　　　　　　→　表（１＋１）
３　自校化欄に自校化の内容を記入する。
　　　○　教科的な内容に加え、道徳や人権教育、言語事項などとの関連を記入する。
（２）　自校化の記入の実際の例　　【Ａ小学校　３年「表とぼうグラフ」の自校化例】
	月
	単　元　名
●小単元名
	学　　習　　活　　動
	観　点　別　評　価　規　準
	備　　　考
（自　校　化　欄）

	７
	表とぼうグラフ
〔D７＋１〕 
●整理のしかた（２）
	①②　学校の前の道を通る乗り物の台数を調べる活動をとおして，落ちや重なりがなく，項目ごとに分類整理するしかたを考える。
資料を表に整理するしかたを知る。
	（関）目的にあわせて資料を集め，観点を決めて分類整理したり，表に表したりしようとする。
（考）資料の分類整理にあたって，目的にあった手際のよい方法や誤りのおきにくい方法を工夫することができる。
（表）落ちや重なりがないように項目を決め，資料を分類整理することができる。
（知）落ちや重なりのない分類整理の仕方や，表の合計欄の働きが分かる。
	· ・自校の地域素材を生かす観点から，「○○小学校の近くのお店調べ」を教材として取り上げる。
人権教育
（自主・創造）
・⑤は「行ってみたい国調べ」「好きなアニメ調べ」など児童の興味・関心の高い資料を複数準備し，選択して取り組めるようにする。
・表やグラフなどいろいろな表現方法を活用し、自分の考えを説明させる。


（３）  自校化を図る上での配慮事項
1 ここで示した自校化の手順及び記入例は，本年計を参考として時数を加増するなどして自校化された年間指導計画の作成にあたる場合のことを述べている。本年計とは全く別の特色ある学習活動や展開を学校独自で工夫する場合には，単元の展開計画を新たに作成するなど，学校の創意を生かして作成にあたっていただきたい
2 本年計は，平成２３年度，２４年度，２５年度の３年間にわたり活用することを前提としたデータベースである。活用の仕方としては，以下のような方法が考えられる。
◆　平成２３年度は，本データに自校化のための必要事項を書き込み，それをプリントアウトして使用する。また，実際の授業実践をもとに，適宜指導計画に関する評価を行い，改善すべきことを累積しておく。
◆　平成２４年度は，平成２３年度の実践を通した指導計画の評価を踏まえながら，年度の自校化の指針（児童の実態，教科指導の重点課題，学校の特色等の実状を的確に把握した上でのもの）を確立し，それに基づいて自校化を図る。
　　具体的には，平成２４年度に，平成２３年度と大きく変える点については朱書により改善点を記入するなどして活用する。また，前年度同様に，実際の授業実践をもとに，適宜指導計画に関する評価を行い改善すべきことを累積しておく。
◆　平成２５年度も，平成２４年度同様に改善する。これについては青書で記入するなどして活用する。
※　いずれにしても，年度毎に，実践を踏まえながら各学校で改善や工夫を加え，活用を重ねる毎によりよい年間指導計画になるよう努めていただきたい。
自校化による時数の加増を表す。





言語活動の充実に関する記入例





自校の児童の興味・関心を生かして自校化を図った記入例





地域素材を生かして教材化し，自校化を図った記入例





＋１は自校化により時数を１時間加増したこを表す。


自校の学校課題との関連を図ったり基礎・基本の定着をねらったりする観点からの記入例
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